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第３期四谷地区協議会会議録 

分科会名  役員会 開催回 第２回 

開催日 平成２２年６月２５日（金） 

出席者 区民 役員６名  職 員 ４名 

１，各分科会報告・連絡について 

２，観光まちづくり実行組織準備会の立上げについて 
主な協議

のテーマ 
３，地区協議会連絡会・自治基本条例検討会・四谷地域団体役員合同連絡会報告 

会議内容 

主な意見 
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１ 各分科会報告・連絡について 
 
①まち歩き「四谷の博物館めぐり」を７月２４日（土）に開催予定。  
参加者を地域に広く募集してまち歩きを行なう。 
②平成２２年度のお宝さがし募集チラシの印刷を決定した。 
③平成２２年度お宝発表会は平成23年3月12日四谷地域センターで開催  
 
①地域勉強会について・・・・9月１３日（土）開催予定 
・今回のテーマ「四谷の横丁」 
・四谷わくわくマップに掲載されている横丁を中心に玉川上水道設置に縁

がある横丁、荒木町にある横丁など、横丁に関するストーリー、歴史的

背景等の勉強を予定   
・講師：歴史博物館副館長 地域講話：２名の方を予定。 
関連事項 
※横丁名を記したプレート（支柱）の設置を新宿区に提案したい。 
※地域勉強会当日の午前中に、観光ガイド勉強会を1時間程度開催するこ
とを次回の分科会で検討する。 

意見 
○まちの様子を学び、知ることでまちが活性化すると考える。 
○荒木町近辺の最近の様子や、地域の方に昔の通りの様子をお聴きすると面

白いのではないか。 
※観光まちづくりについては次第２で説明       
 
①四谷健康体操に関する進捗状況  
・若葉三丁目のマンション集会室を会場に体操教室を開催できるよう話し 
合いが進められている。6月28日再度話し合いが持たれる。 
場所の確保が整った時点で町会、高齢者クラブに協力を求める説明を 
していく予定。 

・体力測定結果→握力が弱い方が多く、また個人差が大きい現状を把握した。 
これらの結果を踏まえてチューブ（道具）を使った体操を推進 
・ストレッチ講座は徐々に人数が増えてきている。 
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課 題 別 

防災・地域安

全 

 

  

 

②子育て応援事業について（9月12日開催予定） 
7月9日四谷地区乳幼児支援機関連絡会で詳細を決定していく 
・四谷子ども見守り隊の取り組みが四谷中学朝礼で紹介された。 
企業参加いただいている三菱銀行四谷支店の方より「社会人の基本はあい

さつ」というお話しを生徒にしていただき有意義だった。 
意見 
○四谷第6小学校エリアは、見守り隊の参加人数が少なく感じるが・・・  
→活動拠点が分散しているからではないか。  
→スクールコーディネーターより見守り隊の申込書が欲しい旨依頼があり

３０部、お渡しした。 
 
①５３０デー活動の報告（5月28日開催） 
 四谷中学の授業の一環として「地域環境を考える」をテーマに地域と協

働で取組み無事終了した。中学生約11０数名 地域１６０名計２７０ が
参加。中学生は「ガム取り」作業に加え「落書き消し」を警察と協力して

行い活動の達成感を感じたようである。また、立木の下にある鉄板のプレ

ートの溝の下にごみが詰まっていることに着目し、丁寧に清掃するなど積

極的に活動に参加していた。 
②春の花いっぱい運動の報告 
四谷小学校（5月30日）、四谷第6小学校（6月1日）で開催 
来年度はサフィニアを検討（3苗で十分ではないかと意見があった） 
秋はパンジーを予定 

③内藤とうがらし関連の報告 
配布した苗が順調に成長し青とうがらしが実り始めた。 

④知り合うカフェ イン四谷 への協力 
社会福祉協議会中心に様々な団体等が四谷で知り合うことを目的に「知り

合うカフェ」活動を推進している。今回は四谷地区協議会が取り組む「内

藤とうがらし」を地域で育てる活動をテーマとして地域に呼びかけ知り合

うイベントを１１月に開催を検討中。とうがらし苗の提供を協力した。 
 

・広報  『声』第３号発行について        
広報掲載内容は各分科会より意見をいただきまとめていきたい。 
・特集に「観光まちづくり」の検討内容（準備会の発足）を紹介していくこ

とを視野にいれている。 
   
 ・継続２年度を迎える花園小エリアの取り組みについて  
花園小学校エリアでは去年の訓練のレベルアップにより意識のレベルア

ップを考えている。 
※昨年訓練情報をＰＴＡに周知しなかったので今年度は周知する。 
子ども達の目線・・工学院大学が提案する子どもたちの防災ワークショッ

プの開催を検討したい。 
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○四谷第6小学校の防災キャンプで開いてはいかがか 
 →昨年度より防災をテーマとした活動ではなく、レクリェーション的なキャ

ンプになったので防災レクチャーを入れるには不向きと判明。 
○課題→四谷全域の子どもたちを対象に開催するか避難所別のエリアで区切

り開催するのか要検討。 
○今後、工学院大学の意向も聞きながら検討する。 
 
２ 観光まちづくり実行組織準備会の立上げについて 
（別紙 観光まちづくり骨子参照） 
○第1分科会のメンバーだけでではなく観光ガイドを実働していただ
ける方にお入りいただき、来年度の第4期地区協議会委員募集に向
けて実働組織の在り方を検討していくことでよいと思う。 
○メンバーの方々の多くが実際に専門的に動ける方々でないと活動

できないと感じる。 
○第4期に活動していくために今年度の準備会では、具体的案として、
歴博の観光課で、実際に活躍されている団体の観光案内を体験し、

実戦を学び四谷で組織を形成するための意見交換行ないたい。  
○そのように他のガイドを体験しながら、また違った目線で地域の側

面を知り自分達のガイドに役立てることは大切であると感じる。 
○歴史だけの案内ではなく、地域パワーを打ち出だし紹介をしたい。 
○商店会、東京商工会議所とも情報交換を通し協力しあうことがよい

と思う。また、10月発行予定のボイス３号でも観光に関する協議会
の動きをＰＲできる。 
○「観光まちづくり」の動きを発信することで情報が集まると思う。 
○商店の方も納得し、参加（協力）していただけるようなガイドのし

くみ（観光まちづくり）を検討していきたい。 
○商店会と協働できれば観光は飛躍できると思う。 
○昨今の商店は「儲け」だけではないはず、特にその土地に根付いて

いる店には文化や歴史を語るに多いに協力してもらえると思う。 
○四谷にお客さんがきてくれることに賛同しないはずはない。 
○構想のスパンを長く持ち、地区協議会は地域と動くことが大切。 
○将来的には四谷ブランドの立上げを検討し、四谷ならではの精神を

盛り込んで推進できるようにしたい。 
○四谷お宝さがし、地域勉強会も関連づけた活動にし、一貫した協議

会の姿勢を保ちたい。 
○一発の打ち上げ（イベント）ではなく継続することが大切。 
○歴博とも再度打ち合わせを行ない準備していく。 
○準備会の代表は田中委員に内諾を得たのでお願いする。  
 （次回の第1分科会で承認を得て決定する） 
※次回第１分科会（７月２０日開催日）１７：００より講師と事前打

ち合わせ。（第１分科会リーダー、準備会リーダー） 
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３ 各会報告・・・（代表委員より） 
・地区協議会連絡会について 
６月29日開催予定  
○協議内容 
会則の変更 
各地域の活動について（情報交換） 
・21年度事業実施報告及び決算 
・22年度事業実施計画及び予算案 

 
・自治基本条例検討会について 
基本条例骨子案がまとまる。 
パブコメの募集：来月１５日から 約1ヶ月 

 ※意見への回答は行政任せにしないで連絡会議委員が行なうしくみとする。 
地域懇談会（四谷）8月7日 
意見 
○地域自治組織 地域自治区に関することは何年かかかると思う。 
○地区協議会組織に関わる問題でもある。 
 

４ その他  事務局より 
・まちづくり活動支援補助金交付について 
 請求どおりの２００万円が承認。 
 平成21年度余剰金は返還済み。 
 
  

※役員会終了後 地域協働事業審査会 
 

次回日程 

 

  ７月２８日（水） １４：００～ 四谷特出会議室    

 


